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バルト (ill )に配位するし，それ自身水溶液中で縮合しやすい)を用い， 14種の新しい多核錯体を合成
し，その大部分の錯体の光学またはジアステレオ異性体を分割した。単離した錯体を次に示す。
(1) [CO(Te06H4)(diamine) 2] +(diamine=エチレンジアミン(en) 及び(R) 一(-)-1 ， 2- プロピレ
ンジアミン(.e -pn)) ， [Co(diamine)2(Te201OH4) Co(diamine)2J2+(diamine=en及び(R， R) 一(一)ー
トランス -1 ， 2- シクロヘキサンジアミン(.e-chxn) ) , そして[ {Co (en)2 }2(Te20ω{Co(en)2 }2J ヤ
関連する錯体として:[Co( NH3) 4(Te2010H4) Co( NH3) 4J 2 +と mer-[ {Co( dien) (H20) } (Te2010H4) 
{Co( dien) (H20) }J 2 +。
( n) [{ Co( Te06H4) (diamine) } (TeO? {Co( Te061七)(diamine) }J 4-( diamine= en及び，e -pn) と
[ {Co( Te06H4) (diamine) } (Te2010) {Co( Te06H4) (diamine) } J ト(diamine=en ， ,e -pn, ，e -chxn) 。




シフトする。い)カイラルな錯体， [Co(Te06凡)(，e -pn)2J +, [Co( ,e-chxn) 2 (Te2010H4) Co( ,e-chxn) 2J2 +, 




(テルル(刊)やコバルト (ID) )の静電的反発の考慮から， 4 ， 5 ，及び 6 核錯体[Co(diamine)2 (Te20 lO H,) 
Co(diamine)2] 2+, [仁o(Te06H，)(diamine) }(TeOs) {CO(Te06H,)(diamine) }]'-, [{CO(Te06H,)(di-
amine) } (Te2010) { Co (Te06H ,) (diamine) リトは，それぞれ鎖状構造 そして 7 核錯体 [Co 4Te3 







まずオルトテルル酸を 2 座配位した 2 核のCo(1IJ)ジアミン錯体を合成し，その配位子部分の縮合によ
り 4 核ならびに 6 核の錯体を得るなどの方法により 約20種の 2~8 核のテルル酸・コバルト佃)ジア
ミン混成錯体を合成した。
混成錯体の多くのものは光学分割され，またジアミンとして光学活性プロピレンジアミン， trans-
1 ， 2ーシクロヘキサンジアミンを含む場合には， 数種のジアステレオマーがクロマトグラフイーによ
り分離された。これら錯体の円偏光二色性スペクトルから構造の手掛りが得られ，これに加えて縮合
体における中心金属原子間の反発の考察等から，構造の推定が行われた。多くの錯体ではCo( 皿)八面
体と Te(刊)八面体は稜を共有して鎖状に縮合することが確かめられた。
以上，本研究は一群の新しいタイフ。の錯体を合成することにより，多核錯体の化学に寄与する所が
大であり，理学博士の学位論文として充分価値あるものと認められる。
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